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恥　　　いつものことながら，文献をあり

監　　がとう．自然科学とい・うものを道楽

　　　にやれないのはどうもこの文献のせ

　　　ーいら「しい，と，そんなことをふと考

　　　える程地方はその点不便である．と

　　　ころで，今度は文献の外に雑誌が2）

　　　3同封されていて，感想を書けとの

貯　　’ことで，お礼をいうべきかどうか思・
寧
　　　案したが，案ずるより書く方が早い野』、

ゼ　めで，書くことにした．何ごとも昨

￥、　　今は時代感覚というものが強調され
ギ　ま

・　　るようで，夜半栗の実の落ちる音に

　　　目をさまされる当地にいて，これば

　　　かりはどうしようもない．だが，季

　　　節だけは判然している積り．そう思

　　　って読んで貰えれば結構である．
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　　　　気象関係の雑誌は，純学術的なも

　　　のを除いて・なお数種類が刊行され

　　　ている．それぞれがそれぞれo機関

　　　によってそれぞれの主旨で編輯され
一’

　　　々か1こ獄一般市場に串ているものも

　　　ある，それぞれ若干の歴史的背景を

　　　持ち，それぞれ編輯にも若干の特色

　　　　　　　　　　　　　　　
　　　を持ち，既にしてそれぞれは定期刊

　、　行物とし’て｝応社会的生産物となっ

　　　ていろ．だから，従来統合の意見も

　　　なくはないが，簡単に機械的な統合

　　　をすることの困難は，もしこんな比

　　　讐が許されれば，政党の場合と似て

　　　いるとでもいえようか．筆者はそん

　　　な大問題を取り上げようとは毛頭考

　　　えない．たず君の送ってくれた雑誌

　　　を虚心に眺めながら，戦前と戦後で

　　　気象関係雑誌の変遷を漢然と思い浮

　　　べて，主観的ではあるが，いって見

　　　れば「気象ジヤーナリズム」と名づ

　　　けてもい』現象が起りつ・あること

　　　を認めたのである．これは多分戦後

　　　デ毛クラシーの発達と関係があるだ，

・　　ろう．従来のいわば閉じた状態から
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開かれた状態へと漸次移りつ㌧ある

気配が見える．自由競走と客観的批

判とが多少のコンマーシヤリズムを

媒介として現わされようとしている

らしい」そして，もしこの傾向が事

実ありとするなら，「気象ジヤーナ

リズム」はやがて細々ながらも確立

されてゆくことになろう．

　広辞苑でジヤーナリズムの項を引

くと，「新聞）雑誌，’ラジオなどの

事業（界）．またその勢力」とある．

　気象関係雑誌はそれぞれの機関が・

その会員に頒布するものが多ぐ，必

ずしも一般商業誌と同一には扱いえ’

な忌・もの㌧，こ、でもやはリジヤ’一’

ナリズムは読者の有形無形の批判を

通じて言論を健全化するに役立つだ

ろう．やがては他面害も伴うことに

なるかも知れぬが，利害の相伴うは

常にまぬがれ難い．

　r気象ジヤ喰ナリズム」は・それ

では，奈辺に認められるか．従来の

気象関係雑誌記事は主として紹介又

は解説が主で，気象知識の普及にお

いても戦前は遅々とした状況にあっ

た．つまり，気象事業そのものがか

なりアカデミックな色彩を帯ぴ，社

会は気象人を学者として持殊対遇し

た観があった．多少のなこりは現在

もなくはなぴが，事情はもはや質的

に異って来ているようである．ラジ

オのみを考えても，全国での気象技
　　　　　　　　　　　　　ズ
術者の放送回数とその分布は既にし

て一変し，最近はまたテレビジョン

がこれに加わっいる．これらの内容．

を項目別に統計して見ると興味ある

結果がえらるであろう．

　最も注自すぺきは，なかんずく，

気象知識の普友の面ではあるまい

か．。戦後教育組織の改変によって，

特に初等教育法が一変した．自然科

學教育のザ環としての’自然観察にゲ

気象観測がきわめて適当であるとの

理由で，初等教科書にもかなりそれ

一が取入れられたことは注意されねば

ならなヤ・・これを如実に示すもφ嫡

初等気象知識の普艮を目胸≧する単

行書の刊行であって・その数は近時

．飛躍的に増大している．また，天気

相談所の利用者数とその内容を調べ

るならば，これを裏づける資料をう

るのであろう．ところで，残念なが

ら，教育に関する限り気象知識は一プ

般自然観察の一方法であり・それに

よ．って自然科学教育を，また更には．

広く人文科学教育をもめざすもので

ある点がぢまだ充分明確にされてい

ない憾があ葛．秘・わば，’この種の単

行書はまだ多分に，自然発生的であり、

気象教育についてその方法の検討と

確立は，今後に残きれているように

・思われる．ご、では気象学者と教育

学者及ぴ一般教育者との協力が必要

となる．

　気象ジギーナリズムの発生が開か

れだ状態への推移によるとすれば，

上記の諸事実がそれを促進し，従来

の特殊的，や・独善的傾向を是正す
’
る
方 向に向うだろう・筆者硯祉

ごろ，現にそれを暗示する諸事実が

二・三見られる’．例えば』ある刊行

物は巻頭言を掲げ宅気象界ロにおけ・る・

諸問題を論じ，ある刊行物は匿名欄

を持ちかなり自由な短評を連載し，、

あるものは読者との交流を目的とし

た質疑討論の場をつくっている．こ

れらはいずれも従来は見られなふっ

たものであって，’ともかくも一の動

向を示すものであろう・また気象部

一
外 よりの投稿として学校気象班や生

徒の手になるものが僅少なボら散見

されるのも興味深いも0）がある，

　最も端的にこの間の推移を示すも

のを挙げるとなれば，最近ある気象

関係商業誌に掲載された探偵小説に

しくものはないであろう．正直にい

って，筆者はその目次を一見してい

ささかおどろいたものであった．だ

が，それが現われるにはやはけ椙当

“天気”2・ユ1
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の塵由がある様に思われる．その探，

偵小説の筆者はまえがきに，読者が

興味を持って読み，知らず知らずの

うちに気象に関心を持たせるような

記事の較要を感じてやる旨を述べて

いる菱㍉、いうまでもなく，、それが稼

に一見奇嬌な探偵小説執筆の決意を

させたものに相違ない』出来ばえに

ついては，残念ながら上々とはいい

かねる，しかし，こ、にそれを取上

げたのはその手ぎわを是非するため

ではない．

　筆者思うに・現在気象関係諸誌の

編輯者諸氏で，誌面が充分おもしろ

く読まれていると自信を持っていえ

る人は，失礼ながら，案外少ないの

ではあるまいか・、もちろ！し・気象搾

術の研修を旨ξする雑誌はおもしろ一

くする必要がない，との論旨も成り

立つだろう，，しかしこの場合，その

紹介解説は適切且つ理解しやすいこ

と腰b題が勢’．と．嫡こと
と同義語となる．また，もし啓蒙的

な気象記事の場合なら，読者に興味

を持たせることは実に内容と不可分

の関係を持つごととなるであろう・

一おもしろく読ませるごとは，．．読者に

こびることでなく，方法と表現に関

する重要な問題である1

　今夏東朝学芸欄に「夏のペン」と，

題する記事が連載され・矢野健太郎

氏め数学パズルが意外の反響を呼ん

で，数学教育に関する一話題を提供

しだことがある．’王道のないことは

気象学も数学も変りはない．しかし

r応読者を持？気象雑誌がおもしろ，

くなくてもい・という理由はない』

その意味において問題は提起された

、　・一、』1・I　t『へ、1』 禰ド
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’
と
炉えるめぞ，ごれも恰好な気象ジ

ャーナリiズム的問題である1』

　・ついでにちよっと？け加えると・

矢野氏にキれば・数學容ズルの解答

はエレガントでなくてはいけないと’

のことであ，るレところで筆者のこの

、手紙ほおよそ出レガン』トなるものと

は縁遠い．これも適慶め「気象ジヤ
『
一
ナ
リ

ズ「ム」が発達すれば，．幾分か．

はよ』くなるものと実は大秘・に当にし一

ている次第である．　　　．』ぞ』

一ぎ・、

　気がついて見ると，秋雨がかすか

な音を立て㌧降っ．ている．．それにし

ばらく耳を傾ける．て一一

　ではこれで欄筆しよう．いずれま

た．　　　　　　　　　　　　　　　・、き
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天気投稿規定’

　　「天気」は日本気象学会の機関誌で，年12回発行され
♪

気象に関係のある・〈備文・（2麟・（鋸論・（4）綜合報

告，（5）解説，（6）写眞，17）学会記事，（8）会員消息，（9）意見

その他を自由に投稿できますから，ふるって御投稿下さ

　い．

　御投稿の時は，次の点に御注意下さい．・

1，送り先は，東京都千代田区大手町1φ7日本気象学

　会，天気編集委員，奥田穣　宛，のこと．『天気編集委

　員が受理した日をもって，論文受理日とします．
　　　　　　　　　　　　　　ドリ　　　　　　　　　　　　　あ
2．原稿は，400字詰めまたは500字詰め原稿用紙に和文

　で横書きにし，長さは400字詰め原稿用紙で，．30枚を

　越えないようにして下さい．これを越えると，適当な

　代価を請求することがあります．欧文のアブストラク

　トをつけても結構です．

3．論文の始めには，題名，．著者名1所属機関名を明記

　して下さい．

4．図表の数はできる限り少なくし，図は黒で縮尺を考

　慮してせん明にトレースして←’ドさい．

5．数式は行をあけ宅明瞭に書いて下さい．

・6．引用文献は論丈末につけ1次め例にしたがって書い

　て下さい．

藤原咲平：19501気象光学進歩の概観，気象集

　　誌’亙，28，55～68．

　・r天気」の編集は天気編集委員会で行い，事情によっ．

ては，論文の加筆，』削除等を著者に請求することがあり

内容によっては，印刷しないごどもありますいまた印刷

の順序は，受理日順とし’ますが，編集の都合1こ、よって，

必ずしもその通りに行かないことがありますから，御了

承下、さい・　『　　　　　　　　｛　，・・，・「　1

　会員は論文，要報，綜合報告の別刷を50部まで無料で

請求することがでぎます．それ以上の部数が御入用の時

は，実費で御渡しします。一学会記事，会員消息，写眞・

その他に．対しては別刷を串㌧ませんが・場合によっては

実費でおわかちします．非会員の方が技稿された場合に．

は，印刷代および別刷の実費をいただきます．

　「天気」編集委員はつぎの遍りです♂
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